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(4) 従来，最適符号長に関しては，独立的な誤りを仮定して求めていたのに対し，本論文第 5 章に
は，データ伝送系における相関のある誤りに対して，これを求めている。今後実用上重要である
と考えられる。
(5) 本論文第 6 章ならびに第 7 章には始めて符号とその同期について考察し，同期くずれとパース
ト誤りの両者を訂正するのに有効な方法を見出し，また最大周期系列が，瞬間的に同期を回復す
る機能を有することを証明し，その性質を符号誤りの測定に応用しうることを見出している。以
上のように本論文は，通信工学ならびに電子工学の発展に寄与する点が多いので，博士論文とし
て価値あるものとして認める。
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